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物  質  名 クロロエタン ＤＢ－20 
別   名 塩化エチル 
C A S 番号 75-00-3 
PRTR 番号 第 1種 74 
化審法番号 2-53 

構 造 式 
 
 
 

分 子 式 C2H5Cl 分 子 量 64.51  
沸 点 123 ℃ 1） 融 点 －138.7 ℃ 1) 
蒸 気 圧 1,010 mmHg (20℃) 2) 換 算 係 数 1 ppm = 2.64 mg/m3  (25℃) 
分 配 係 数（log Pow） 1.43 3) 水 溶 性 574 mg/L (20℃) 1) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 吸入 LC50 146 g/m3 (2ｈ) 4）  
 ラット 吸入 LC50 152 g/m3 (2ｈ) 4）  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・Fischer 344ラット及び B6C3F1マウスに 0、6,600、13,200、26,400、50,100 mg/m3を 13週間
（6時間/日、5日/週）吸入させた結果、50,100 mg/m3群の雄ラット及び雌マウスで肝臓相対

重量のわずかな増加、50,100 mg/m3群の雄ラットで体重のわずかな減少がみられた以外には、

一般状態や組織への影響を認めなかった。この結果から、NOAEL は 50,100 mg/m3（暴露状

況で補正：8,950 mg/m3）であった 5)。 
・Fischer 344ラット及び B6C3F1マウスに 0、39,600 mg/m3をラットで 102週間、マウスで 100
週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させ、体重変化や一般状態、約 35 種類の組織について検査
を行ったが、暴露に関連した影響を認めなかった。この結果から、NOAEL は 39,600 mg/m3

（暴露状況で補正：7,070 mg/m3）であった 5)。 
・B6C3F1マウスに 0、660、3,300、12,800 mg/m3を 11日間（23時間/日）吸入させた結果、12,800 

mg/m3群で肝臓重量のわずかな増加がみられ、14匹中 4匹では軽微な肝細胞の空胞化もみら
れたが、関連した血清酵素レベルの増加はなかった。この結果から、12,800 mg/m3（暴露状

況で補正：12,300 mg/m3）であった 6)。 
・ウサギ及びラットに 26,400 mg/m3を 6.5ヶ月間（7.5～8時間/日、5日/週）吸入させたが、体
重や肝臓などの臓器重量、肺を含む臓器組織、一般状態に影響を認めなかった 7)。 

生生生    殖殖殖    ・・・    発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・CF-1マウスに 0、1,300、4,000、13,000 mg/m3を妊娠 6日目から 15日目まで吸入（6時間/日）
させた結果、13,000 mg/m3群の胎仔で有意な頭蓋骨の骨化遅延及び過剰肋骨の増加を認めた。

この結果から、NOAELは 4,000 mg/m3（暴露状況で補正；1,000 mg/m3）であった 8）。 
・Fischer 344ラット及び B6C3F1マウスに 0、39,600 mg/m3を 5日間（6時間/日）吸入させた結
果、ラットでは子宮重量の変化を認めなかったが、マウスでは対照群に比べて約 35％減少し
た 9）。また、子宮のグルタチオン・レベルの有意な減少はラット及びマウスでみられ、肝臓

及び肺、腎臓での減少よりも大きかった 10)。 
・ B6C3F1マウスに 0、39,600 mg/m3を 14 日間（6 時間/日）吸入させた結果、雌の発情周期は
暴露前の 5.0日間から 5.6日間へと有意に延長された 11)。 
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ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・かつて麻酔剤として用いられたことがあり、25例の死亡例の原因として、呼吸及び循環障害
（12例）、循環障害（7例）、呼吸障害（5例）などがあげられている 12)。 
・4ヶ月間に渡り毎日 200～300 mLの本物質をコートの袖を介して吸引・乱用していた 28才の
女性では、運動失調、震え、言語困難、反射遅延、眼振（眼球の不随意運動）と幻覚を含む

小脳に関連した症状がみられ、肝臓は腫脹して、圧痛があった。なお、乱用を止めて 4週間
後にはすべての症状は回復した 13)。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARCの発がん性評価：3 14) 

  実験動物及びヒトでの発がん性に関して十分な証拠がないため、IARCの評価では 3（ヒトに
対する発がん性については分類できない）に分類されている。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 15) TLV-TWA 100 ppm（264 mg/m3）  
 日本産業衛生学会  －  

 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
 吸入暴露については、マウスの生殖・発生毒性試験から得られた NOAEL 4,000 mg/m3（頭蓋

骨の骨化遅延、過剰肋骨の増加）を採用し、暴露状況で補正した 1,000 mg/m3を暫定無毒性量

として設定する。 
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